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(57)【要約】
【課題】設置が容易で、外観の見栄えを向上する樋配管
システムを提供する。
【解決手段】建物の軒先に沿って取り付けられる軒樋２
と、軒樋２によって集められた雨水を排水する竪樋３と
、を連結する樋連結部材４を備えた樋配管システムＳで
ある。
　そして、樋連結部材４は、軒樋２の延設方向の端部に
設けられて、軒樋２と接続される軒樋接続部４１と、軒
樋２の下流端を閉塞する止まり壁部４２と、竪樋３と接
続される竪樋接続孔部４３と、を備えるとともに、竪樋
３には、サイホン装置３１が設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の軒先に沿って取り付けられる軒樋と、該軒樋によって集められた雨水を排水する
竪樋と、前記軒樋と竪樋とを連結する樋連結部材と、を備えた樋配管システムであって、
　前記樋連結部材は、前記軒樋の延設方向の端部に設けられて、前記軒樋と接続される軒
樋接続部と、前記軒樋の下流端を閉塞する止まり壁部と、前記竪樋と接続される竪樋接続
孔部と、を備えるとともに、前記竪樋の下部にサイホン装置が設けられていることを特徴
とする樋配管システム。
【請求項２】
　前記竪樋のサイホン装置は、雨水を地面の近傍まで導く本体管路と、該本体管路の下端
部と地中に埋設された排水管とを接続する排水管カバーと、該排水管カバー内に設けられ
、前記本体管路の下端開口から流出する雨水を受け、且つ受けた雨水により前記下端開口
を封鎖するための上部開口を有した有底筒体と、を備えるとともに、前記本体管路の下端
は、前記有底筒体の上縁よりも下方に挿入されていることを特徴とする請求項１に記載の
樋配管システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、樋配管システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根に降った雨水を軒先から滴下させないために、軒樋を設けることが一般的で
ある。
【０００３】
　そして、軒樋によって集められた雨水が周囲に飛散しないように、軒樋にはじょうごな
どを介して竪樋が接続され、竪樋によって雨水を地面の近傍まで導くことが行われている
。
【０００４】
　ところで、この軒樋は、日射を受けることで温度が変化して、延設方向に伸縮すること
が知られている。
【０００５】
　したがって、一般的に、軒樋にはこの伸縮を吸収するための構造を別途設けておく必要
があった。
【０００６】
　この問題を解決するために、特許文献１では、軒樋接続部と、止まりと、排水接続部と
、が一体に形成される樋連結部材が開示されている。
【０００７】
　この特許文献１の構成によれば、樋連結部材が、軒樋の伸縮を吸収できる樋配管システ
ムを提供することができる。
【０００８】
　一方、特許文献２では、コストや見栄えを考慮して、管径を細くするために、雨水を受
ける有底筒体を備えるサイホン式排水システムによって排水処理量を増加する発明が開示
されている。　　
【特許文献１】特開２００４－３５３４０９号公報
【特許文献２】特開２００５－３３０６６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１では、竪樋として従来の排水処理量が少ないものを用いてい
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るため、径が太くなって外観の見栄えが悪くなる場合があった。　また、特許文献２では
、竪樋が軒樋の底面に対して直接に接続される構成となっていることで、軒樋に開口を形
成した上で、ゴミ除去ドレンや竪樋などを設置する必要があり、設置に手間がかかるとい
う問題があった。
【００１０】
　そこで、本発明は、設置が容易で、外観の見栄えを向上する樋配管システムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、本発明の樋配管システムは、建物の軒先に沿って取り付け
られる軒樋と、該軒樋によって集められた雨水を排水する竪樋と、前記軒樋と竪樋とを連
結する樋連結部材と、を備えた樋配管システムであって、　前記樋連結部材は、前記軒樋
の延設方向の端部に設けられて、前記軒樋と接続される軒樋接続部と、前記軒樋の下流端
を閉塞する止まり壁部と、前記竪樋と接続される竪樋接続孔部と、を備えるとともに、前
記竪樋の下部にサイホン装置が設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　また、前記竪樋のサイホン装置は、雨水を地面の近傍まで導く本体管路と、該本体管路
の下端部と地中に埋設された排水管とを接続する排水管カバーと、該排水管カバー内に設
けられ、前記本体管路の下端開口から流出する雨水を受け、且つ受けた雨水により前記下
端開口を封鎖するための上部開口を有した有底筒体と、を備えるとともに、前記本体管路
の下端は、前記有底筒体の上縁よりも下方に挿入されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　このように、本発明の樋配管システムは、軒樋と接続される軒樋接続部と、軒樋の下流
端を閉塞する止まり壁部と、竪樋と接続される竪樋接続孔部と、を有する樋連結部材を備
えるとともに、竪樋の下部にサイホン装置が設けられている。
【００１４】
　したがって、樋連結部材は、止まりとじょうごの２つの機能を合わせ持つことで部品点
数が少なくなるとともに、あらかじめ接続用の構造を備えていることで設置が容易となる
。
【００１５】
　加えて、サイホン装置によって竪樋の排水処理能力が大きくなるため、竪樋として小口
径のものを用いることができ、外観の見栄えが向上する。
【００１６】
　そして、軒樋の下流端に位置する樋連結部材に竪樋が接続されることで、サイホン装置
に流れ込む雨水の勢いが増して、サイホン現象が生じやすくなる。
【００１７】
　また、このサイホン装置として、本体管路の下端が挿入される有底筒体を備えることで
、本体管路に特別な構造を設けることなくサイホン装置を形成することができるため、見
栄えが向上するとともに、汎用性の高いサイホン装置となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の最良の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１９】
　まず、図１を用いて、樋配管システムＳの全体構成を説明する。この樋配管システムＳ
は、軒樋２と、軒樋２によって集められた雨水を排水する竪樋３と、軒樋２と竪樋３とを
連結する樋連結部材４と、を備えている。
【００２０】
　この軒樋２は、たとえば塩化ビニル樹脂などの合成樹脂製のものであり、図１に示すよ
うに、底板２３と、側壁２４，２５とを備えるもので、図２に示すように、建物１の軒先
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１３に取り付けられた軒樋支持具４９にねじ４９１を用いて取り付けられている。
【００２１】
　そして、図１に示すように、軒樋２の端部２１は、樋連結部材４の軒樋接続部４１に嵌
合する形状に形成されており、押え片４６１と側壁部４４とによって側壁２４が挟まれ、
押え片４６２と底版部４８とによって底板２３が挟まれ、押え片４６３と側壁部４５とに
よって側壁２５が挟まれることによって、軒樋２と樋連結部材４とが固定されている。
【００２２】
　また、本実施の形態の樋配管システムＳでは、図２に示すように、竪樋３の下部にサイ
ホン装置３１が設けられている。
【００２３】
　このサイホン装置３１は、雨水を地面の近傍まで導く本体管路（この場合は竪樋に対応
）３１１と、この本体管路の下端部と地中に埋設された排水管３１３とを接続する排水管
カバー３１５と、この排水管カバー３１５内に設けられ、本体管路３１１の下端開口３１
１ａから流出する雨水を受け、且つ受けた雨水により下端開口３１１ａを封鎖するための
上部開口を有する有底筒体３１２と、を備えている。
【００２４】
　本体管路３１１は、上記軒樋２と同様に、たとえば塩化ビニル樹脂などの合成樹脂製の
ものであり、図２に示すように、上端３１１ｂは樋連結部材４の竪樋接続孔部４３に接続
されるとともに、下端部は有底筒体３１２に挿入されている。
【００２５】
　そして、本体管路３１１の下端開口３１１ａは、有底筒体３１２の上縁３１２ａより下
方に位置することで、有底筒体３１２が満水となった状態において、下端開口３１１ａが
閉塞されて、本体管路３１１の内部に水が貯留されるように形成される。
【００２６】
　また、有底筒体３１２は、塩化ビニル樹脂などの合成樹脂製の円筒状のもので、上縁３
１２ａには水平方向に延びる４本の腕３１２ｂ，・・・が設けられて、この腕３１２ｂ，
・・・の先端近傍が排水管カバー３１５の内周面に設けられた円環状の突起３１５ａの内
側面よりも外側に張り出すことで、カバー部３１５に掛止されている。
【００２７】
　突起３１５ａの内側面と有底筒体３１２の外周面との間には、所定の隙間が設けられる
ことで、有底筒体３１２の上端からあふれ出た雨水が、この隙間を通じて下方の排水管３
１３に排水されることになる。
【００２８】
　排水管３１３の内径は有底筒体３１２の外径よりも大きいので、有底筒体３１２からあ
ふれ出た雨水をスムーズに排水することができる。
【００２９】
　排水管カバー３１５は合成樹脂製の円筒状のもので、その上部開口は円板状の蓋部３１
４にて閉塞されている。この蓋部３１４のほぼ中央には本体管路３１１の外径と略同一径
の円形状の孔３１４ａが設けられており、この孔３１４ａに、本体管路３１１の下部が水
密状に挿入されている。
【００３０】
　図１に示すように、本実施の形態の樋連結部材４は、塩化ビニル樹脂などの合成樹脂製
の円筒状のもので、軒樋２の延設方向の端部２１に設けられて、軒樋２と接続される軒樋
接続部４１と、軒樋２の下流端を閉塞する止まり壁部４２と、竪樋３と接続される竪樋接
続孔部４３と、軒樋２の側壁２４，２５の延長上に位置する側壁部４４，４５と、を備え
ている。
【００３１】
　軒樋接続部４１には断面略Ｕ字状の押え片（４６１，４６２，４６３）が一体に設けら
れ、軒樋２の端部２１を嵌め合わすことができるようにされている。そして、側壁部４４
，４５の上縁に係止片４７１，４７２を備える。
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【００３２】
　次に、本実施の形態の樋配管システムＳの作用について説明する。
【００３３】
　本発明の樋配管システムＳは、図１および図２に示すように構成されているので、雨が
降ると、まず屋根１２によって雨水を受け、この雨水は屋根１２の勾配によって軒先１３
近傍まで流下し、流下した雨水は屋根１２の軒先１３近傍の先端から軒樋２に流れ込み、
この流れ込んだ雨水は、軒樋２の延設方向の勾配にしたがって、樋連結部材４まで流下す
る。
【００３４】
　そして、樋連結部材４まで流下した雨水は、樋連結部材４の止まり壁部４２によって流
れを遮られて滞留して竪樋接続孔部４３に流れ込むとともに、直接竪樋接続孔部４３に流
れ込むことで、軒樋２から排水されることとなる。
【００３５】
　次に、軒樋２から竪樋接続孔部４３を通じて竪樋３に排水された雨水は、竪樋３の本体
管路３１１を流下して、下端開口３１１ａから有底筒体３１２の中へ流れ込む。
【００３６】
　さらに、この有底筒体３１２に流れ込んだ雨水は、この有底筒体３１２の中に貯留され
るため、有底筒体３１２の水位が上昇することとなる。
【００３７】
　そして、有底筒体３１２の上縁３１２ａまで達して溢れ出た雨水は、突起３１５ａの内
側面と有底筒体３１２の外周面との間の隙間を通じて、排水管３１３に排水される。
【００３８】
　ここにおいて、有底筒体３１２に流れ込む流量が、腕３１２ｂ，・・・と突起３１５ａ
との隙間からあふれ出る流量より多い場合には、雨水は本体管路３１１内に貯留されるこ
ととなる。
【００３９】
　そして、本体管路３１１内の水位が上昇して、本体管路３１１内の所定の水位まで達す
ると、軒樋２と竪樋接続孔部４３と竪樋３とによってサイホン現象が生じることとなり、
排水管３１３に勢いよく排水されることとなる。
【００４０】
　上記したように、樋連結部材４は、止まり機能及びじょうご機能の２つの機能を合わせ
持つため、部品点数が少なくなって、設置が容易となる。
【００４１】
　すなわち、本実施の形態の樋連結部材４は、従来それぞれ別個に設けられていた止まり
部材やじょうご部材の２つの機能を有するものであるから、取付け用の支持具なども減少
することも考慮すると、部品点数を大幅に減少させることができる。
【００４２】
　そして、部品点数が大幅に減少することで、部品の取付け作業も大幅に減少することと
なる。
【００４３】
　加えて、サイホン装置３１を備えることで、竪樋３の排水処理能力が向上するため、竪
樋３として小口径のものを用いても所定の排水量を確保できることとなって、外観の見栄
えが向上する。
【００４４】
　そして、軒樋２の下流端に位置する樋連結部材４に竪樋３が接続されることで、サイホ
ン装置３１に流れ込む雨水の勢いが増して、サイホン現象が生じやすくなる。
【００４５】
　つまり、従来のじょうごでは、軒樋２が両側に接続されていることで、互いに雨水の流
れを打ち消し合って、減勢された状態で竪樋３に排水されていたが、本実施の形態では、
軒樋２が片側に接続されているだけであるから、雨水の流れを打ち消すことがなく、勢い
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【００４６】
　そうすると、流れによる速度水頭が加わることで、上流側の水頭が大きくなるため、サ
イホン現象が生じやすくなる。
【００４７】
　また、このサイホン装置３１として、本体管路３１１の下端部が挿入される有底筒体３
１２を備えることで、本体管路３１１に何ら特別な構造を設けることなくサイホン装置３
１を形成することができるため、外観の見栄えが向上するとともに、汎用性の高いサイホ
ン装置３１となる。
【００４８】
　さらに、有底筒体３１２として、ある程度内径の大きいものを使用することで、様々な
外径を有する本体管路３１１であっても、共通の有底筒体３１２を用いてサイホン装置３
１を形成することができるため、汎用性が高い構造となる。
【００４９】
　以上、図面を参照して、本発明の最良の実施の形態及び実施例を詳述してきたが、具体
的な構成は、この実施の形態又は実施例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計
的変更は、本発明に含まれる。
【００５０】
　たとえば、竪樋接続孔部４３の上方にゴミ除去ドレンを設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の最良の実施の形態の樋配管システムの構成を説明する斜視図である。
【図２】本発明の最良の実施の形態の樋配管システムの構成を説明する断面図である。
【符号の説明】
【００５２】
１　建物
Ｓ　樋配管システム
２　軒樋
３　竪樋
３１　サイホン装置
３１１　本体管路
３１２　有底筒体
３１３　排水管
３１５　排水管カバー
４　樋連結部材
４１　軒樋接続部
４２　止まり壁部
４３　竪樋接続孔部
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